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単元における学習の目的を明確にし、生徒の主体的な学習を促すために、学習問題を設定し、単

元の学習のつながりを意識させることが大切です。そのために、単元の「つかむ」過程において、

生徒の気付きや疑問を生かして学習問題を設定し、学習の見通しをもたせることが必要です。また、

生徒が社会的事象に出会って関心を向け、社会的事象の中から生徒の気付きや疑問が生まれるよう

にするために、澤井陽介の『生徒自らの問い』と『学習問題』をつなげる７つの型を参考にしまし

た（図４）。生徒に出会わせる社会的事象や生徒から引き出したい気付きや疑問の内容に応じて、こ

の７つの型の中から適切だと考えられる型を選択して、実践を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

改善のポイント１ 

社会的事象に対する生徒の気付きや疑問を基に、単元を貫く学習問題を設定すること 

図４ 『生徒自らの問い』と『学習問題』をつなげる７つの型 

 Ａ 疑問つなぎ型（１つの情報から膨らませる方法） 
    １枚の資料から気付きや疑問を出し合い、それらをまとめて学習問題をつくる。 
 Ｂ 対比型（複数の情報を比べる方法） 
    他の資料と比べることで、特色や意味に着目させ調べる学習問題をつくる。 
 Ｃ トンネル型（時間経過に着目させる方法） 
    時間の経過に着目させ、その間にあった出来事や人々の働きを調べる学習問題をつくる。 
 Ｄ ヒント提示型（調べる対象を明示する方法） 
    全体を見せておいて、ヒントとして部分を見せることで予想を引き出し、調べる対象へ 
        と導いてから学習問題をつくる。 
 Ｅ ズームイン・ズームアップ型（焦点化して考えさせる方法） 
    焦点化した情報により様子を捉えさせてから、社会的事象の特色や意味を考える学習 
    問題をつくる。 
 Ｆ クイズ・パズル型（既習の知識を活用させる方法） 
    たくさんの情報を一度に提示し、つながりや共通点などを、知っていることを基にして 
    考えさせて学習問題をつくる。 
 Ｇ 対立・討論型（対立軸をつくり、立場を明確にする方法） 
    『ＡかＢか』あなたはどちらを選ぶか、など相反する情報を提示し、始めの自分の立場 
    や意見を決めるように学習問題をつくる。 

『社会科授業づくりトレーニングＢＯＯＫ』 澤井陽介著 2015 年 明治図書を参考に作成 
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単元の「調べる」過程では、学習計画に沿って情報を集めたり読み取ったりしたことを基に、社

会的事象について理解を深めさせることを目指します。１時間の授業の中で、生徒が調べて分かっ

たことや考えたことを、単元の終末で活用できるようにまとめさせることを考えておくことが必要

です。そのために、簡潔な文章やキーワードを用いて学んだことを記述させるようにワークシート

を工夫します。ここでは、社会的事象の特色や意味について考えたこと、単元を貫く学習問題につ

いて考えたことが分かるように整理させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
単元の「調べる」過程と「考え・まとめる」過程では、単元の学習内容を振り返らせ、単元を貫

く学習問題についてどのようなことが分かったのかまとめさせ、分かったことを基に学習問題につ

いての考えを記述させます。ここでは、学んだことを生かして根拠や理由を示し、自分の考えをま

とめさせるようにします。単元の「調べる」過程においてまとめた情報を活用させることで、知識

や概念が定着し単元の学習内容につながりをもたせて理解が深まると考えます。 
また、新たな情報を提示し生徒の理解に揺さぶりをかけて問い直すことで、生徒の考えを深めさ

せるような指導も考えられます。問い直すことで新たな学習問題（論題）を設定するときには、単

社会的事象について説明したり自分の考えを論述したりする際に、根拠と理由を述べさせること

図６ 単元の学習計画表 図５ １単位時間のワークシート 

学習問題と関連するキーワードと

選んだ理由を記述させる 

改善のポイント３ 

社会的事象について調べたことや考えたことについて、簡潔な文章にまとめさせたり、

キーワードを使って整理させたりすること 

調べて分かったことや考えたこと

を、簡潔な文章でまとめさせる。 

改善のポイント２ 
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元における社会的事象に含まれる社会的な問題について、「何が問題」で「どのような立場や影響が

あるか」を把握させ、対立点や判断の違いを明らかにして、意思決定の場面や討論型の学習を設定

します。 
どの過程においても、相手意識をもたせて分かりやすく伝えるような工夫をさせ多様な考えに触

れさせて意見を交流させることで、多面的・多角的に考察し公正に判断するようになり、適切に表

現する能力と態度が育成されると考えます。 
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